
【国際政治経済学部　国際経営学科】　科目とディプロマ・ポリシーとの関連表

Ｆ－① Ｆ－② Ｆ－③ Ｆ－④ Ｆ－⑤ Ｆ－⑥ Ｆ－⑦ Ｆ－⑧ Ｆ－⑨ Ｆ－⑩
企業経営
の仕組み
を理解す
るための
基本的な
知識を修
得してい
る。

マネジメ
ント、マー
ケティン
グ、ファイ
ナンスに
関する基
本的な知
識を修得
している。

グローバ
ル社会に
おける市
場経済や
法に関す
る基本的
な知識を
修得して
いる。

「国語力」
に基づい
た正確な
日本語に
よるコミュ
ニケー
ション力
を身につ
けてい
る。

英語の読
む・書く・
聞く・話す
という４技
能を基に
したコミュ
ニケー
ション力
を身につ
けてい
る。

ＩＣＴ機器
を活用し
た統計処
理や分析
に関する
基本的な
技術を身
につけて
いる。

公正な倫
理に基づ
き多様な
価値観を
尊重する
ことがで
きる。

社会科学
に関する
広い知識
に基づく
客観的な
視点から
社会問題
を分析す
ることが
できる。

企業や組
織に関す
る知識や
技能を活
かして社
会生活に
おける問
題点を見
出し、課
題の設定
とそれを
解決しよ
うとする
意欲を
持ってい
る。

世界の諸
地域の特
性や異文
化を理解
し、多様
な価値を
尊重し
て、国際
社会に貢
献する意
欲を持っ
ている。

基礎ゼミ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
エグゼクティブ・プレップゼミナール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フレッシュマンイングリッシュ　R&W ○
フレッシュマンイングリッシュ　L&S ○
経営学概論A ○ ○ ○ ○ ○
経営学概論B ○ ○ ○ ○ ○
統計学入門A ○ ○ ○ ○ ○
統計学入門B ○ ○ ○ ○ ○
経済学Ａ ○ ○ ○ ○ ○
経済学Ｂ ○ ○ ○ ○ ○
法学Ａ ○ ○ ○ ○ ○
法学Ｂ ○ ○ ○ ○ ○
ITリテラシーＡ ○
ITリテラシーＢ ○
キャリアデザイン① ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅠＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅠＢ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅡＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅡＢ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅢＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅢＢ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅣＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅣＢ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅤＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅤＢ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅥＡ ○ ○ ○ ○ ○
海外社会事情ⅥＢ ○ ○ ○ ○ ○
社会の発展と科学Ａ ○ ○ ○ ○ ○
社会の発展と科学Ｂ ○ ○ ○ ○ ○
情報システム概論 ○
日本史概論Ａ ○ ○
日本史概論Ｂ ○ ○
東洋史概論 ○ ○
西洋史概論 ○ ○
地理学概論Ａ ○ ○
地理学概論Ｂ ○ ○
地誌学概論 ○ ○
社会学概論Ａ ○ ○
社会学概論Ｂ ○ ○
哲学・倫理学概論Ａ ○ ○
哲学・倫理学概論Ｂ ○ ○
宗教学概論Ａ ○ ○
宗教学概論Ｂ ○ ○
心理学概論Ａ ○ ○
心理学概論Ｂ ○ ○
トーイック ○
グローバルカレントトピックス ○
英語プレゼンテーション ○
ビジネスイングリッシュ ○
タスクリーディング ○
タスクリスニング ○
プラクティカルイングリッシュ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
企業法A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
企業法B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営管理論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営管理論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス統計学A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス統計学B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マーケティング概論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マーケティング概論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ゲーム理論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャリアマネジメントⅠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マクロ経済学入門Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マクロ経済学入門Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミクロ経済学入門Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ミクロ経済学入門Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

知識・理解 技能・表現 関心・意欲・態度

科目
分野

科　　目　　名

思考・判断

基
礎
科
目

専
門
教
養
科
目

外
国
語
科
目

専
攻
基
礎
科
目
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企業経営
の仕組み
を理解す
るための
基本的な
知識を修
得してい
る。

マネジメ
ント、マー
ケティン
グ、ファイ
ナンスに
関する基
本的な知
識を修得
している。

グローバ
ル社会に
おける市
場経済や
法に関す
る基本的
な知識を
修得して
いる。

「国語力」
に基づい
た正確な
日本語に
よるコミュ
ニケー
ション力
を身につ
けてい
る。

英語の読
む・書く・
聞く・話す
という４技
能を基に
したコミュ
ニケー
ション力
を身につ
けてい
る。

ＩＣＴ機器
を活用し
た統計処
理や分析
に関する
基本的な
技術を身
につけて
いる。

公正な倫
理に基づ
き多様な
価値観を
尊重する
ことがで
きる。

社会科学
に関する
広い知識
に基づく
客観的な
視点から
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を分析す
ることが
できる。

企業や組
織に関す
る知識や
技能を活
かして社
会生活に
おける問
題点を見
出し、課
題の設定
とそれを
解決しよ
うとする
意欲を
持ってい
る。

世界の諸
地域の特
性や異文
化を理解
し、多様
な価値を
尊重し
て、国際
社会に貢
献する意
欲を持っ
ている。

知識・理解 技能・表現 関心・意欲・態度

科目
分野

科　　目　　名

思考・判断

簿記Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
簿記Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民法ⅠＡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民法ⅠＢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東アジアの政治と経済Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネスＩＴ・ⅠＡ ○
ビジネスＩＴ・ⅠＢ ○
ビジネスＩＴ・ⅡＡ ○
ビジネスＩＴ・ⅡＢ ○
データ処理演習① ○
TOEFL ○
Cross-Cultural Communication ○
Academic Writing ○
Academic Reading ○
イングリッシュセミナー ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
会社法Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
会社法Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営戦略論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営戦略論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市場戦略論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
市場戦略論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営組織論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営組織論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ファイナンスA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ファイナンスB ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フィールドワーク論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
フィールドワーク論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語で学ぶ経済学Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語で学ぶ経済学Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
商品開発論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
広告戦略論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営実践A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営実践B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツマネジメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネスアイディア論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ブランド・マネジメント ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
マーケットデザイン ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
消費者心理分析 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
観光ビジネス論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康・医療ビジネス論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語で学ぶ経営学Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語で学ぶ経営学Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
流通システム論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
流通システム論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際ビジネス論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際ビジネス論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
簿記演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民法演習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス法特別講義A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネス法特別講義B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ベンチャービジネス論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
キャリアマネジメントⅡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際関係論A ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際関係論B ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経済論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経済論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際貿易論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際貿易論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際金融論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際金融論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経済発展論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経済発展論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
海外直接投資論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
海外直接投資論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経営論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際経営論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営の理論・実務Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
経営の理論・実務Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
攻
基
礎
科
目

専
攻
発
展
科
目
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ナンスに
関する基
本的な知
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知識・理解 技能・表現 関心・意欲・態度

科目
分野

科　　目　　名

思考・判断

財務会計論Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財務会計論Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民法ⅡＡ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
民法ⅡＢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税法Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
税法Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
知的財産権法Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
知的財産権法Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際取引法Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
国際取引法Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域研究Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域研究Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域研究Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域研究Ⅳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
地域研究Ⅴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
東アジアの政治と経済Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ビジネスＩＴ・ⅢＡ ○
ビジネスＩＴ・ⅢＢ ○
ビジネスＩＴ・ⅣＡ ○
ビジネスＩＴ・ⅣＢ ○
データ処理演習② ○
Business Writing ○
Business Communication ○
Discussion ○
Advanced TOEIC ○
Media English ○
Advanced Conversation ○
Advanced Presentation ○
Independent Study ○
卒業論文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール①Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール①Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール②Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール②Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール③Ａ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
専門ゼミナール③Ｂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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